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１　壁つたいに動くモデルカーの回路はおもしろかった。 3.7 3.4 3.6
２　コンピュータによる壁つたいに動くモデルカーの制御はおもしろかった。 3.4 3.4 3.4
３　壁つたいに動くモデルカーの回路はやさしかった。 2.8 3.0 2.9
４　コンピュータによる壁つたいに動くモデルカーの制御はやさしかった。 2.7 3.0 2.8
５　コンピュータによる制御によって、壁つたいに動くモデルカーの動きを自由に変えられ
ることがわかった。 3.2 3.1 3.2
表４　教材への興味と難易度に関する男子生徒と女子生徒と評価結果
男子 女子
①電気回路によるモデルカーはおもしろかった 3.8 3.5
②コンピュータを用いたモデルカーはおもしろかった 3.7 3.2
③電気回路によるモデルカーはやさしかった 3.1 2.6
④コンピュータを用いたモデルカーはやさしかった 3.1 2.2
⑤コンピュータによる制御によって、モデルカーの動きを自由に変えられることがわかった。 3.4 3.1
や部品を再利用して、別のものをつくる
のに使う。
　　項目８．いろいろな製品を使って生活しているが、
そのことによる廃棄物などで自然環境に
影響を及ぼさないように工夫をして使う。
　知識・理解
　　項目12．電気製品を使うときには、コンセントに
書かれている電圧や電流を見て、調べて
から使う。
　　項目14．コンピュータを使ったロボットなどの機
械は、その動きを制御するプログラムで
機械の動きを変えられる。
　技能
　　項目17．電気製品を使うときには、感電やショー
ト（電池などの電源の＋と－を直接つな
いでしまう）などに注意して安全に使う。
　これらの結果から、物を大切に使うこと、電気や制
御技術に関して、生徒は理解を深めた。
４．３　教材に関するアンケート
　教材に関するアンケートの結果を表３に示す。電気
回路によるモデルカーの制御、コンピュータによるモ
デルカーの制御のいずれの題材でも、生徒にとって学
習内容は難しいが、興味をもって取り組んだ。
　教材に対する興味は１年生、２年生ともに高いが、
内容の難易については１年生に比べて２年生の方が
「やさしかった」と受け止める傾向である。しかし、
「プログラムによる制御」の自由度に対する理解は１
年生、２年生に差がない。
　教材について男子生徒（34名）と女子生徒（26名）
の回答結果を表４に示す。この結果から、男子生徒は
女子生徒より教材に興味をもち、理解していることが
分かる。女子生徒に指導するには、教材とその内容を
検討することが必要であると言える。
５．まとめ
　本研究では、「Ｄ　情報に関する技術」の「（３）プ
（みた　すみよし・もとむら　たけのり・けんもち　ともや）
ログラムによる計測・制御」と「Ｂ　エネルギー変換
に関する技術」の電気領域を融合した教材として、「電
気回路によるモデルカーの制御」と「コンピュータを
用いたモデルカーの制御」の２つの教材を使い、中学
生60人を対象に、計５時間の授業を実践した。
　アンケート調査の結果から、「電気回路によるモデル
カーの制御」と「コンピュータを用いたモデルカーの
制御」のいずれの教材も、生徒にとって難しい内容で
あるが、興味をもって取り組み、理解を深めているこ
とがわかった。
　また、短時間の授業時間でも、「Ｄ　情報に関する技
術」の「（３）プログラムによる計測・制御」と「Ｂ　
エネルギー変換に関する技術」の電気領域を融合した
教材を中学校現場に導入できることがわかった。
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